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次の文章を読んで、以下の設問に答えてください。 

「からだは大事だよね」という声は、大人だけではなく、若者の間でもよく聞かれる。いっし

ょに食事に出かけても、「これ、からだにいいんだって」と言いながらメニューを選ぶ若者も

少なくない。ただ、彼らが言う「からだ」とは何のことか、と考えてみると、そこには大人が

考えるからだとの間にちょっとした違いがあるようにも思える。 

 なぜなら「からだは大事」と口では言いながら、実際には「からだに悪い」ことをしている

例も少なくないからだ。たとえば、臨床の場面でも健康な若者と話をしていても、インターネ

ットなどを介して、（医学的に見ると）あやしげなダイエットや元気回復などのサプリメント

を気軽に買って飲んでいる人が多いことに驚く。「それは効果もないし、かえってこういう危

険があるよ」と説明しても、「今は何ともないから」とビンと来ないような顔をされることも

ある。とはいえ、ダイエットのためには将来の副作用も覚悟している、というわけでもなさそ

うなのだ。 

 やや極端な言い方をすれば、今、自分が持っているからだを三年後も十年後も連続して使

う、という意識に乏しいのだ。そのため、とりあえずこのからだを使うだろうと想像できる数

週間後に体重が減っているように、あるいはとりあえず今週、元気を出すために、「いいよ」

とすすめられたサプリメントや医薬品を気軽に口にしてしまう。 

 たとえば、若者たちに流行っているファッション感覚の入れ墨、タトゥーにしてもそうだ。

昔は「入れ墨を入れる」ということは、「一生変わらない決意を表明する」というのと同じ意

味だったはずだ。逆に言えば、一生消えないものだからこそ、タトゥーには意味があり、それ

を入れている人は周囲から一目置かれたわけだ。 

 ところが、最近のタトゥー雑誌を見ていると、若者には「タトゥーは一生消えないもの」 

という意識すらなく、ごく気軽に、気に入った模様や恋人の名前をからだに刻んでいる。そう

いう雑誌の編集者に聞いたところ、親たちの中にも「ひきこもりなどになるより、元気にタト

ゥーでも入れて仲間を作ってくれていた方が安心」と言う人がいるそうだ。つまりタトゥー

は今や、「とりあえず今はこれが好き」とか「とりあえず今はこの人たちと仲間」という〝と

りあえず″ のサインでしかなくなっているのだ。 

とはいえ、意味が変わっても、タトゥーじたいがすぐ消せるようになったわけではない。 

タトゥーを入れた若者が〝とりあえず″ の時期を越し、「もうこの人たちと仲間じゃなく

なった」と思っても簡単に消せるわけではない。変わったのはタトゥーではなくて、「自分は

このからだとずっとつき合っていくのだ」という、からだに対する意識や感覚の方なのであ

る。だから若者たちは、あたかも髪をいろいろな色に染めるのと同じように、簡単に整形をし

たり、半永久的に落ちないアートメイクを施したりするのかもしれない。今のところ〝とり

あえず″ の感覚で施したタトゥーやアートメイクの始末に困った、という話はまだ多く聞

かない。ある若者は「いつかは消せる技術もできるでしょ」と言っていたが、それくらいの意

識でいる人が多いのかもしれない。 

このからだに対する〝とりあえず″ の感覚は、ときとして彼らに不安や心もとなさを与

えることもある。 

― 略 ― 

 

自分のからだは〝とりあえず″ のものではなくて、長く大切につき合っていかなければ

ならないものであること。今だけ元気になったり美しくなったりするのではなく、十年後、二

十年後も健康でいられるよう、気をつけなければならないこと。それを若者たちにことばで

ではなく、実感してもらうためにはどうすればよいのか。  ― 略 ― 

 

出典：  香山リカ著  「若者の法則」 より 

湘南医療大学入試事務室
長方形

湘南医療大学入試事務室
テキストボックス
著作権法上の関係で掲載できません。
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【設問１】 

健康を考えるとき、「自分のからだは〝とりあえず″のものではなくて、長く大切につき

合っていかなければならないものであること。今だけ元気になったり美しくなったりす

るのではなく、十年後、二十年後も健康でいられるよう、気をつけなければならない」と

筆者は警鐘を鳴らしている。健康問題を取り扱う医療専門職としてのあなたの考えを述

べてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問２】 

人を対象とした研究を行う場合に、大人と若者の考える「からだの違い」の影響、つまり

同一の性質のデータとして扱う危険性について、あなたの考えを述べてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊問題は以上です＊ 

 

 

 




